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Abstract This paper is an exploratory study to clarify how much Korean managers understand Japanese  
workplace (shikumi・shikake・work culture). We conducted a text analysis using a questionnaire 
survey of Korean managers who visited Japan.                                         
 
１．はじめに 
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ーム全体に吸収される７ ）。  
 
表１ サムスンと日本企業の比較 
 サムスン（韓国企業） 日本企業 
リ ー ダ ー
シップ 
カリスマ性    
明確なメッセージ  
サ ラ リ ー マ ン 社 長  
不明確なビジョン 





































表２ 日本と米国のチームワーク概念の比較  































































４．１ KOMERI の概要 
コメリは釜山（Busan）市に位置している。2001 年
に産業通信資源部より法人設立の許可を受け、政府傘























表３ 韓国での研修に参加した 86 人における 
職務と性別と年代のクロス集計 
職務  性別 20 代 30 代 40 代 50 代 合計 
研究 男 12 33 10 2 57 
女 11 6 0 0 17 
管理 男 0 0 2 2 4 
女 0 1 1 0 2 
スタッフ  女   3 2 0 0 5 
その他   男   0  0  0 1 1 
図３の注）表２の職務における「研究」とは研究職、「管理」とは管理職である。 





職務 平均勤続年数 標本数  標準偏差 
研究員 3.7341 74 3.31833 
管理職 9.1933 6 2.59928 
スタッフ 4.3560 5 4.04397 





である。2017 年 1 月 17 日に韓国での研修を受けた
10 名の管理職（部長クラスの男性 10 名で、年齢は 40
～45 歳）は、5 月 22 日に関西国際空港に到着後、A 社
を訪問した。翌 5 月 23 日には、京都にある老舗企業 B
社と京セラを訪問し、その後名古屋へ移動した。同年
5 月 24 日にはトヨタ自動車田原工場を見学し、一般
社団法人中部産業連盟元理事の佐々木元氏のセミナ
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５．１ 研修前の意識   


















研究員 74 3.86 .881 
管理職 6 4.17 .753 
自らの責任で自由な行動がと
れる 
研究員 73 3.78 .821 
管理職 6 4.17 .753 
仕事で行う提案は尊重されて
いる 
研究員 73 3.93 .770 
管理職 6 3.67 .516 
会社・部門のビジョンを理解
し、自らの目標が立てられる 
研究員 74 3.66 .781 









研究員 74 4.57 .599 
管理職 6 4.83 .408 
会社全体の目的達成よりチー
ムの目的達成を重視している 
研究員 74 3.38 .975 




研究員 73 3.93 .770 
管理職 6 3.67 .516 
会社のためならチームが犠牲
になっても仕方がないと思う 
研究員 74 2.74 1.008 



















 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
チームで仕事をする上でお互いに助け
合うことは必要であると思う 
80 3 5 4.59 .589 
仕事で行う提案は尊重されている 79 1 5 3.91 .754 
上司から権限を与えられている 80 1 5 3.89 .871 
自らの責任で自由な行動がとれる 79 1 5 3.81 .818 
会社・部門のビジョンを理解し、自らの
目標が立てられる 
80 2 5 3.70 .786 
やりがいのある仕事ならどのチームに所
属することになっても構わない 
79 1 5 3.57 1.070 
会社全体の目標達成よりチームの目的
達成を重視している 
80 1 5 3.39 .974 
会社のためならチームが犠牲になっ
ても仕方がないと思う 





５．２ A 社見学後の意識 
表７には、部長クラスのA社に関する感想を示した。 
  
表７ 部長クラスの A 社に関する感想 
 A 企業に関する感想 











２ ・シニアエンジニアたちが現業を続けている。    
・企業の２S 状態が非常に良くできている。      
・自動検査装置はケースバイケースが重要であるが、一人のエンジニアが全ての
技術を駆使している。                          
・全ての計測装置を国産（日本産）のものを使っている。                  











































・退職後の高級人材（シニアエンジニア）への待遇と積極的な支援が印象的。   
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図１ 表７のテキスト分析（共起ネットワーク）  
  




表８ 部長クラスによる A 社と韓国企業との 
共通点 
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